
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④「いわき統括センター」「原ノ町統括センター」の指揮命令系統を明らかにする 

こと。 

組合：各統括センターにおける業務グループの指揮命令系統を明らかにすること。 

会社：現在は駅業務と運輸区は分かれている。今後は同じ職場となるため、各統括 

センターの管理者の指示を受けることとなる。 

組合：各統括センターにおける企画グループの指揮命令系統を明らかにすること。 

会社：浜通りエリア全体の課題解決を図るため、いわき・原ノ町統括センターで兼 

   務発令を行う考えである。 

組合：運輸区の各行路における駅業務等の指揮命令系統を明らかにすること。 

会社：現在は駅と乗務員区で兼務発令は行っていない。各運輸区においては、駅管 

理者の指示を受けるようにと伝えているが、今後は同じ職場となるため、言 

う必要がなくなる。 

組合：業務グループに所属する組合員・社員の兼務について明らかにすること。 

会社：鉄道オペレーションを運営するにあたり、行うこともある。現在は不在だが、 

イノベーティブスタッフ等に兼務発令を行うこともあり得る。 

組合：いわき統括センターと原ノ町統括センターの駅業務・乗務業務で兼務発令を 

行うのか明らかにすること。 

会社：駅業務や乗務員の業務を持ち替える等、行う考えはない。 

 

⑤「企画グループ」と「業務グループ」を設置する目的と業務内容及び勤務指定を 

 明確にすること。 

組合：企画グループの目的や役割、業務内容を明らかにすること。 

会社：いわき地区指導センターが担っていた企画業務を運営していく体制を構築し 

ていく。業務内容は自治体の窓口、予算管理、地区工事計画、横断的な意思 

決定の会議、異常時訓練の実施等である。その他、支社からの企画業務が移 

管される受け皿となる。現在段階的に移管されている。サービス品質改革室 

で対応していたお客さまの声の回答業務は６月１日時点で移管が完了する。 

組合：業務グループの目的や役割、業務内容を明らかにすること。 

会社：日々の鉄道オペレーションである駅の出改札や乗務業務等を運営していく。 

組合：業務グループ長や企画グループ長等を配置するのか明らかにすること。 

会社：基本的には就業規則に則り行うが、職場で名称をつける場合もある。水戸営 

業統括センターでは業務グループリーダーなどがいる。業務運営しやすいよ 

うに名称をつける場合、各箇所での判断となる。 

組合：各統括センターにおける当日の勤務者名簿を作成し、全社員に示すこと。 

会社：マネジメント側で当日の勤務者を把握するのは必要だが、当日の勤務者を全 

社員に示すことは考えていない。現在、運輸区における行路内の駅業務等に 

ついて、管理者同士で氏名を共有している。 

 

JR 東労組 水戸地方本部 

発行責任者 吉 田 浩 美 

編      集 情宣部担当 

2023.5.23 

 
 

 
No.86 

JR東労組水戸 


